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▶与謝野晶子短歌文学賞姉妹賞
（準グランプリ）…高橋栄美子
（長崎市）。
▶一般の部（天賞のみ）…遠山磨
利子（有明町）、青木信一（静
岡県）、十文字とよ（青森県）、
小川末春（五和町）、田中登代
子（中央新町）、池田照子（熊
本市）、葉山高弘（八代市）。

▶高校生の部（入選のみ）…室野
未来（長崎工業高・長崎県）、
佐藤健介（同）、三浦和高（同）、
田中正樹（同）、角岡容士子（苓
洋高・苓北町）。
▶中学生の部（入選のみ）…本村
ありさ（式見中・長崎県）、岡
部晃明（本町中）、竹本光希（新
和中）、加藤早紀（みどり台中・
宮城県）、木村后希（天草中）。
▶即詠の部（入選）…平原ヨシ子
（長崎県）、橋元俊樹（熊本市）、
橋本とおる（北海道）、曽我部
美千子（長崎市）、藤木キヌエ
（宇城市）。

　

五
足
の
靴
文
化
の
里
づ
く
り
実
行

委
員
会
や
市
な
ど
で
は
、「
第
22
回

五
足
の
靴
顕
彰
全
国
短
歌
大
会
」
を

８
月
28
・
29
日
、
市
内
天
草
町
の
ホ

テ
ル
で
開
催
し
、
遠
く
は
北
海
道
な

ど
県
内
外
か
ら
約
１
５
０
人
の
短
歌

愛
好
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
歌
人
の
与
謝
野
寛

（
鉄
幹
）、
北
原
白
秋
、
木
下
杢
太
郎
、

吉
井
勇
、
平
野
万
里
の
５
人
が
、
明

治
40
年
の
夏
に
天
草
西
海
岸
な
ど
を

旅
し
た
際
に
書
い
た
紀
行
文
「
五
足

の
靴
」
に
ち
な
ん
で
、
昭
和
59
年
か

ら
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

初
日
の
28
日
に
は
、
歌
人
の
小
島

ゆ
か
り
氏
に
よ
る
「
日
常
の
う
た
」

と
題
し
た
講
演
を
実
施
。
ま
た
、
十

三
仏
公
園
や
国
の
登
録
有
形
文
化

財
・
上
田
家
住
宅
、
五
足
の
靴
百
周

年
記
念
特
別
展
な
ど
を
巡
る
「
即
詠

会
」
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
十
三

仏
公
園
か
ら
見
え
る
妙
見
浦
の
風
景

を
楽
し
ん
だ
り
、
同
公

園
の
石
碑
に
刻
ま
れ
た

鉄
幹
ら
の
短
歌
な
ど
を
手
帳
に
書
き

写
し
た
り
と
、
一
行
が
訪
れ
た
当
時

の
よ
う
す
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し

た
（
＝
右
下
写
真
）。

　

翌
29
日
の
短
歌
会
で
は
、
応
募
の

あ
っ
た
１
、１
５
３
首（
一
般
２
８
９

首
・
高
校
生
５
６
２
首
・
中
学
生
３

０
２
首
）
の
中
か
ら
、
小
島
ゆ
か
り

氏
や
松
下
紘
一
郎
氏
な
ど
７
人
の
選

者
に
よ
る
入
選
歌
の
発
表
と
選
評
が

行
わ
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
の
『
五
足
の

靴
大
賞
』
に
は
、
遠
山
磨
利
子
さ
ん

（
有
明
町
）
の
「
し
ろ
き
雲
沸
き
立

つ
空
に
ゆ
ら
り
ゆ
ら
干
し
だ
こ
ゆ
れ

て
暑
き
夏
来
ぬ
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

遠
山
さ
ん
は
「
短
歌
を
始
め
て
３
年

ほ
ど
で
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る
こ
と

ば
か
り
。
今
後
は
家
族
の
こ
と
を
詠

っ
た
作
品
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
驚

き
を
隠
せ
な
い
よ
う
す
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
と
各
部
門

の
入
賞
者
は
左
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）。

　五足の靴一行５人の詩集や歌集などの著作本や、
直筆の原稿や色紙、彩色画など約200点を展示する
「五足の靴百周年記念特別展」を、８月25日から
天草ロザリオ館で開催しています。
　同25日のオープニングセレモニーには、与謝野
寛の孫・五味恭子さんや、平野万里の２男で元高知
大学名誉教授・農学博士の平野千里氏、地元住民な
ど約100人が出席。大江小学校５・６年の児童25
人による「龍神太鼓」の披露やテープカットなどが
行われた後、平野氏が「父・万里を想う」と題して
講演。平野氏は、父と作家の森鴎外や歌人の石川啄
木とのエピソードなどを交えて話され、参加者は熱
心に聞き入っていました。
　「五足の靴百周年記念特別展」は来年２月29日㊎
まで開催しています。皆さん、ぜひご覧ください。

　㈳天草宝島観光協会では、「五
足の靴」一行５人が天草に来島
して100周年を記念し、『五足の
靴と歩く、天草。』と銘打った
キャンペーンを実施していま
す。この事業の一つである五足
の靴の足跡を辿る「ルートバス
プラン」の参加者を募集中です。

【本渡～苓北～天草コース】
▶とき：10月７・14・28日、11月３・11・23日（い
ずれも日曜日・祝日）。

▶行程：本渡（天草空港・本渡バスセンター・
本渡港）発～富岡城址～天草西海岸（下田温泉・
五足の靴文学遊歩道・天草ロザリオ館など）～
本渡着。

【本渡～牛深～天草コース】
▶とき：10月８・21日、11月４・18・25日（い
ずれも日曜日・祝日）。

▶行程：本渡（天草空港・本渡バスセンター・
本渡港）発～牛深（背戸輪散策）～天草西海岸
（天草ロザリオ館・五足の靴文学遊歩道・下田
温泉など）～本渡着。

※料金は、いずれも500円。ただし、昼食代（事
前予約制）や各種施設の入館料などは別途自
己負担。

※全行程、ボランティアガイドが同行します。
※申し込みは、開催日前の１番近い
水曜日までに、電話で産交バス・
本渡バスセンター☎㉒5234へ。

※同キャンペーンについての詳細は、㈳天草宝
島観光協会☎㉒2243へお尋ねください。

　　歌人の与謝野寛（鉄幹）、北原白秋、木下杢太郎、吉井勇、平歌人の与謝野寛（鉄幹）、北原白秋、木下杢太郎、吉井勇、平
野万里の５人が、明治野万里の５人が、明治4040年の夏に天草年の夏に天草を訪れてから今年で100周を訪れてから今年で100周
年。これを記念し、第22回五足の靴顕彰全国短歌大会を開催した年。これを記念し、第22回五足の靴顕彰全国短歌大会を開催した
ほか、五足の靴百周年記念特別展を実施中です。皆さんも、「五ほか、五足の靴百周年記念特別展を実施中です。皆さんも、「五
足の靴」の世界を堪能してみませんか。足の靴」の世界を堪能してみませんか。
※詳細は本庁※詳細は本庁（別館）・文化課文化振興係別館）・文化課文化振興係☎㉓11111111内線内線25332533へ。

　歌人の与謝野寛（鉄幹）、北原白秋、木下杢太郎、吉井勇、平
野万里の５人が、明治40年の夏に天草を訪れてから今年で100周
年。これを記念し、第22回五足の靴顕彰全国短歌大会を開催した
ほか、五足の靴百周年記念特別展を実施中です。皆さんも、「五
足の靴」の世界を堪能してみませんか。
※詳細は本庁（別館）・文化課文化振興係☎㉓1111内線2533へ。

五
足
の
靴
来
島
百
周
年
記
念
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与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
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第
22
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五
足
の
靴
顕
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国
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歌
大
会

遠
山
磨
利
子
さ
ん
（
有
明
町
）
が

　
　

「
五
足
の
靴
大
賞
」
を
受
賞
！

▲「五足の靴大賞」に選ばれ、
　　表彰を受ける遠山磨利子さん（＝写真右）

▲キャンペーン
　　　　ロゴマーク

五足の靴来島100周年記念キャンペーン

五足の靴の足跡を辿る「ルートバスプラン」

『五足の靴と歩く、天草。』
たど

せ　ど　わ

五足の靴百周年記念特別展

五足の靴一行が残した貴重な作品を展示！

▲歌人の小島ゆかり氏が
　　　　　　　　「日常のうた」と題して講演

▲貴重な直筆の原稿や色紙などに見入る来館者

▲平野千里氏 ▲大江小学校５・６年生が「龍神太鼓」を披露！

「五足の靴」の世界を 堪能！「五足の靴」の世界を 堪能！「五足の靴」の世界を 堪能！

上田家住宅上田家住宅上田家住宅

大江天主堂前広場の吉井勇の歌碑大江天主堂前広場の吉井勇の歌碑大江天主堂前広場の吉井勇の歌碑

りゅうじんだいこ

ちさと

参加者募集中
！
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もくたろうもくたろう
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もくたろう

た　ん　の　う


